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　　　　2014 年度 環境微生物系合同大会ラン チ ョ ン シ ンポジウム

　　　 微生物生態学会男女共同参画 ・ダイバ ーシ ティ 推進委員会、

静 岡大学男女共同参画推進室 ・女性研究者研究活動支援事業 （拠点型）共催

■ 日 時 10 月 24 日 （金） 11 ： 35 〜 12 ： 25

■ 会 場 第 2 会場 （コ ン グレス セ ン ター 41 会議室）

「国際的な研究キ ャ リアパ スを築く〜留学＆ ライ フステージの ハ
ードル ・メ リッ ト ・ デメ リッ ト〜

」

＊ ラ ンチ無料配布 （先着順）＊

オーガナイザー ：

濱村奈津子 （愛媛大沿岸セ ンター ・微生物生態学会ダイバ ーシ テ ィ推進委員長）

鮫島玲子 （静大農学研究科 ・土壌微生物学会）

大坪和香子 （東北学院大 ・環境バイオテクノ ロ ジー学会）

三宅恵子 （静岡大学男女共同参画推進室）

【開催趣旨】

微生物生態学会男女共同参画 ・ダイ バ ー
シテ ィ 推進委員会で は、学会 における男女共同参画活動 、 さ

らに 男女 の 枠組 みをこ え た 、 多様性の あ る環境づ く りを推進す る活動を行 っ てお ります 。 本 シ ン ポジ

ウムで は、静岡大学男女共 同参画推進室 に ご協力い ただき 、 大学にお ける男女共同参画推進の 取 り組

みを 紹介して い た だ くと ともに 、 今後さ らに進む と予想される研究環境や大学の 国際化 ・多様化に柔

軟に対応す る手段の 1つ として、国際的な教育研究経験に つ い て座談会を行い ます 。 海外 で の 経験をキャ

リア パ ス に組み込む うえで、様々 なキ ャ リア ス テージまたは家族や就職な どの ラ イ フス テ
ージの 中で

研究者 と して 視野 を広げ海外研究経験を築 くヒ ン トを提示 する とともに、有意義 な留学 ・海外研究経

験 とはどの ような もの か議論 します 。

【講演】

「静 岡大学　未来 を拓 く明日へ の 懸け橋
“

レイ ンボー ・プラ ン
”
」

講師 ：三宅　恵子 ・静岡大学男女共同参画推進室　特任助教

文部科学省科学技術人材育成費補助金 「女性研究者研究活動支援事業 （拠点型）」 に おける静岡大学の

取組 を紹介 します。女性研究者が能 力を最大限発揮で き る よ う、 静岡県内 および近隣の行政機関 、 公

的研究機関、民間研究機関の 12機関 と連携 し、ライフイベ ン トと研究の 両立を 支援す る取組の普及 に

取 り組んで い ます 。

【座談会】

「留学の ハ
ー ドル ・メリ ッ ト・デメリッ ト」

進行 ：金田
一智規 （広島大）

様々 なライフ ス テージで海外で のキ ャ リアを築かれた研究者がパネラーを 務め 、 留学に至 る経緯や海

外で の体験 談を紹介 します。会場か らの 質疑をふ くめ た座談会を通 じて、様 々な研究者の在り方を感
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じる こ とで 、 多様な選択肢や 価値観の中か ら各人が自分の道を決め て い ける ヒ ン トを提示 します 。 以下、

パ ネラー （所属、海外経歴）：青井議輝 （広 島大 ・テニ ュ ア トラ ッ ク講 師、 2年間留学後、現在も米国

大学の客員教員兼任）、井町寛之 （JAMSTEC・主任研究員、在外研究員制度で 2年間家族と ともに米国

留学）、大坪和香子 （東北学院大 ・研究員、博士課程 ドイ ツ留学）、木村浩之 （静岡大 ・准教授、助教

時に 2 年間家族 とともに米国留学）、 鈴木志野 （1，Craig　Venter　Institute・Staff・Scientist、在米研究歴

6年、夫婦で研究者）
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